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　岡山市が過去3回の社会実験の結果を踏まえて本格的に

導入したコミュニティサイクル「ももちゃり」。8月の 1ヶ月間の

無料お試し期間を経て9月から本格的なサービスが開始され

て早2ヶ月。いくつかの問題点が見えてきました。その問題点

を検討しながらこれから先多数の人がより使いやすいシステ

ムを構築していくにはどうすればいいかを考えてみます。

●いつ借りたのかわからない

　基本料金だけで利用できるのは最初の1時間だけでそれか

ら先は30分ごとに 100円ずつ課金されていくシステムになっ

ています。ここで問題になるのが、最初の1時間はいつ来るの

かわからないということです。借りたときに時計を見て自分で

時間を計るしかありません。一応、スマートフォン対応アプリや

Webサイトで履歴を見ることをできますが、煩雑な手順が必要

なため実用的ではありません。

　登録時に携帯番号を登録してあるのでそれを利用すれば

SMSを送信することは可能です。貸し出し時、50分経過後など

にSMSを送信してもらえれば、それだけでかなり利便性が向

上します。

●借りたいときに自転車がない

　これが一番の問題かもしれません。借りたいと

きにポートに自転車がない・・・。ヨーロッパなどの

システムだとすぐ近くに別のポートがあるため歩

いて別のポートに行くということが可能ですが、

ももちゃりは隣接したポートがあまりありません。

結局、バスを待つか歩くかになってしまいます。

●ポートの場所がほしいところにない

　NTT岡山前や天神町、柳川などにポートが設置されていま

すが、岡山大学津高キャンパスや県営グラウンドなどの岡山駅

より西側の地域には一切ポートが設置されていません。そのほ

かにも天満屋利用客を対象でしたとあろう表町二丁目や岡山

駅からの利用客を対象とした岡山駅ポートがありますが、どれ

も主要な動線からは外れたところに設置されています。

　これから先ポートの追加設置を実施するということなので、

駅の西側へのポート新設やポート密度の向上などは期待でき

ますが、もう少し利用の実態に見合った計画をお願いしたいと

ころです。

●整備不良の自転車が多い

　最初のお試し期間中はそれほどなかった問題ですが、10月

はじめから一気に増えた整備不良の自転車。タイヤの空気圧

不足、ブレーキが効きにくい、変速ギアが完全に故障している

など、目視ではわからない故障がよく見逃されています。ポー

トからポートへ自転車を移動させる際に空気入れや目視の検

査は実施しているようですが、もう少し丁寧

な点検を求めたいところです。もし仮に、利

用者へ乗車前点検を求めるならポートに空

気入れぐらいは常備しておくべきではない

かと思います。

　町中のちょっとした移動にと思い登録した

ももちゃり。3ヶ月近く使ってきて便利な点、

改善を求めたい点などいろいろなところが

わかってきました。今回は問題点ばかり挙げ

てしまいましたが、郊外から JR等の公共交

通機関を使って通勤・通学しているものから

してみれば、町中のちょっとした移動手段が

確保されるというのは大変ありがたいもの

です。これからは問題点を確実につぶしつつ、

パークアンドライドなどと組み合わせた、公

共交通機関と一体化したサービスの提供を

期待したいと思います。

（大塚功貴）






